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ファイルの暗号化/復号化プログラム

選択したファイルを削除する.

選択したファイルを復号する.

選択したファイルを暗号化ファイルとする.

読込先あるいは処理先のフォルダを選択する.

選択した読込先フォルダパスを表示する.

選択した処理先フォルダパスを表示する.

選択した(処理前の)ファイル名を表示する.

暗号化/復号化後のファイル名を表示する.

説明ボタン(本ファイルをWeb上で開く)

復号化ファイルリストに表示しているファイルの一括削除を実施する.

[フォルダ選択]時の対象を設定する.

プログラムを終了する.

メッセージ表示領域

パスワード入力欄(チェックで入力文字を表示する)
尚、プログラム起動直後は入力待ち状態とする.

ダブルクリックによる削除時の取扱い指定.

復号処理後、処理前ファイルの取扱い指定.
(削除ファイルはゴミ箱に入れず,ＰＣから削除)

暗号実行後の暗号化ファイルのファイル名扱い.
(削除ファイルはゴミ箱に入れず､ＰＣから削除)

現在状況をプログラム起動時の状態に戻す.
尚、パスワードはそのまま維持する.

クリックによりパスワードを初期化する.

処理するファイル選択の有効性を示す(〇/ )
尚、[ ]表示の場合は、処理可能なファイルが
選択されていないので選択する必要がある.

処理先フォルダの個別指定状況を示す(〇/ )
尚、個別指定しない場合は、読込先フォルダに同じ.

リスト上のファイルクリックで
暗号化などの処理を実施.
ダブルクリックで削除を実施.
尚、暗号化ファイルの場合は
クリックにより元ファイル名を
表示する.

①暗号化あるいは復号化を行うファイルを格納しているフォルダを読込先/処理先リストにドラック&ドロップ
　するか、[フォルダ選択]クリックにて読込み先あるいは処理先フォルダの指定を行う.

②読込先リスト上のファイルをクリックすることで暗号化/復号化あるいは削除の対象ファイルとして指定できる.

③基本的に暗号化を行うファイルの取扱いの為、復号化した元ファイルの削除はゴミ箱に入れずにＰＣから削除する.
　尚、ダブルクリックによる削除で、「ゴミ箱移動」を指定した場合は、この対応を取らず、通常処理としてゴミ箱に移動させる.

④復号したファイルは、読込み先あるいは処理先のフォルダに格納する.
　又、同時に復号化したファイルは、復号化ファイルリストに順次表示し、一括、削除を可能とする.

読込先/処理先の本ボタンは、該当フォルダ
の再読込みを行ってリスト表示を更新する.

リスト上のファイルのクリック
で削除処理を可能とする.
又、ダブルクリックで削除する.

リスト上のファイルクリックに
よるファイル指定はできない.
尚、ダブルクリックで削除する.

読込先と処理先のフォルダを入換える 暗号化時、暗号化ファイル名も暗号化する.

暗号化後のファイル名の取扱い
暗号化後も、暗号前のファイル名を引き継ぐ.

設定したファイル名で暗号化ファイルを生成する.
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フォルダあるいはファイルのドラッグ&ドロップ
で該当フォルダを読込先として受付ける.

フォルダあるいはファイルのドラッグ&ドロップ
で該当フォルダを処理先として受付ける.

動作表示として点滅させる

⑤削除するファイルをゴミ箱に入れずにＰＣから削除する場合は、削除するファイルの内容をランダムな内容に書換え後、
　ファイル名を書き換えてから削除処理する.　⇒ ＰＣ上に復元可能な状態で痕跡を残さない.


